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2009 年 2月開設 /2011 年度実績 395 万円スタッフ 2名 /
法人会員数 40名 / エコビレッジライフ体験塾実施（通年）
その他、持続可能な暮らしと社会を学ぶ各種セミナーやワーク
ショップを開催。エコビレッジの建設マスタープランを策定中。

1991 年北海道大学農学部卒、市役所勤務を経て、2006 年
からヨーロッパのエコビレッジを訪ねる旅へ。
自然大好き、人間大好き、食べること大好きなアクティブ派
です。今、一番幸せを感じる時は畑の除草に夢中になってい
る時です。

【事業概要】 【個人プロファイル】
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困難な体験を糧にする

自分の暮らしを自分で創り分かち合う楽しさ

エコビレッジは個人の自己実現とよりよい社会の実現の道

自立した暮らしと支えあう人間関係が広がって社会が変わる

私は 20代にパラグライダーの事故で九死に一生を得、半年の入院生活の後、環境行政に携わりながら福祉、国際援助、まちづくりな

ど多分野の市民活動に関わりました。短い期間ではあるものの障害を抱えた経験を、社会に還元したいという思いを常に持ってきまし

た。特に、途上国の障害者との出会いで、彼らが技術もお金もない環境にいながら、自ら創意工夫して新しいものを創り出すパワーと、

モノはなくても家族や地域のサポートで生き生きと暮らしている姿に力を得ました。また、誰でも不慮の出来事でいつ死ぬか障害を持

つかわからないと思った時から、やりたいことは「いつか」ではなくできる時にやらなくてはいけない、と強く思っています。

行政および市民活動の現場を通して、テーマやセクターごとに分断された世界での問題解決は限界だと感じてきました。地球レベルで

起きている環境やエネルギーの問題、地域レベルで抱えている経済や高齢化の問題、そして一見個人レベルと捉えられる雇用や若者の

問題も、根はつながっていると思われます。すなわち「無限の成長（消費）」への幻想と依存の心です。課題は、巨大な仕組みの中で様々

なものが分断されていることにあり、解決のためには幻想から脱却して小さく自立すること、つまり自分でできることは自分でという

精神と隣人同士が助け合う仕掛けを創ることにあると思います。

私は学生以来の共同生活体験から、コミュニティが合理的かつ相互扶助の仕組みとしても有効だと長年興味を持っていました。退職後、

ヨーロッパのエコビレッジに出会ったとき、コミュニティの多様な環境が福祉、教育、経済などの社会課題を包含して解決する地域再

生手法として機能していることに感心しました。エコビレッジでは、誰にも依存せず搾取することのない人間らしい個人の暮らしと、

自立した地域経済や地球環境の保全を両立することができます。私は住民が協働して自給的な生活を目指すエコビレッジそのものが、

自分自身の理想的なライフスタイルの追求であると同時に地域を自立活性させ、よりよい社会を創造するアプローチだと考えています。

私が実現したいと考える未来（＝エコビレッジ）では、食とエネルギー、教育、福祉を地域内で自給します。資源や施設をシェアする

暮らしを意識的に行うことで環境への負荷が減り、かつ子育てや介護などのサポートになり、収入は少なくても精神的社会的に充実し

た生活を営むことができます。これまでは食べ物も住まいも福祉サービスもすべてお金を払って手に入れる依存の生活だったのに比べ、

自然の中で自ら食べ物を作り、隣の人びとと助け合う暮らしは人びとに安心と自信を与えます。現在、エコビレッジのマスタープラン

を策定し、第一期工事に向けてメンバーや出資者を募集しています。これが北海道の持続可能なコミュニティモデルとなり、日本のあ

ちこちに生まれてくれることを期待しています。

生死の境をさまよう経験をしてから約20年。以来、坂本さんの行動は大きく変わりました。明日はないかもしれない、
だからいまを大事に、いまを後悔しないようにと生きている彼女だからこそ、地域を、社会を変えていけると信じて
います。支えあう豊かな暮らしを実現するエコビレッジの活動は構想から 10年。いま大きな一歩を踏み出そうとし
ています。北海道からくらしを変えるチャレンジを応援してください。( 神長敬 )

既にルビコン河を渡り己の信じるエコビレッジに人生を賭けて邁進している坂本さんは笑顔がてとても素敵な女性で
すが、その裏には壮絶な人生と様々な葛藤を乗り越えて来た者だけが持つ『凄み』があります。現に活動拠点を見て
来た我々が既に彼女の熱烈な応援団になっているように、一見地味ですがエコビレの体験者、賛同者を少しずつ増や
していくことで、今の社会の在り方・豊かさの共有を根底から変えたいと強く願う彼女を我々はこれからも心から応
援していきます。( 髙本真樹 )

パートナー

代表伴走者
伴 走 者

伝 動 士

神長 敬（キタバ 取締役副社長）
加納 尚明(プロジェクトデザインセンター代表理事)

髙本 真樹（日立製作所情報部門人事担当本部長 )
藤田 雅人（富士通金融ｿﾘ開事　シニアディ
レクター）

田中 良和（フジテレビ コンテンツ事業局 担当

部長）

飯田 雄介（一橋大学）
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